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參埸人物紹介 

この物語には、個性あふれる有名無名のキャラクターが多数登場 
します。しかも、その殆どが、実在もしくは、いたであろうと想定 
される人物や妖怪ばかりです。彼らをご存知である方には、この物 
語の中で、どのように関ってくるかも1つの見所だと思います。 

ここで紹介しているキャラクターは、この物語に登場する、ほん 
の一握りにすぎません。この他、物語が進むにつれて、貴方の知っ 
ている、あっと驚くようなキャラクターも登場するでしょう。彼ら 
との出逢いは、それまでとっておくことにしましょう。 

とりあえず、邪鬼丸.幻妖斎.小源太の3人を含めた、オーブニ 
ング及序盤に登場する主要キャラクター19人を紹介しました。 

伝説と史実が1つの世界で息づいていた戦国時代を舞台に、歴史 
の裏で活躍した忍者達の姿を描いた大河伝奇ロマン.グ 

とくと御覧下さい。 


邪鬼九 （年令 16 才) 



本編の主人公の1人である。明朗活発で元 
気な少年だが、ケンカっぱやいのが玉にキズ。 
孤児だった彼は、鞍馬! II で大天狗に育てられ 
るが、10才の時、服部半蔵によって伊賀にさ 
らわれ、忍者となる。そこで、石川五右衛門 
によって忍術を教え込まれ、天性の才能あっ 


てか、実力は若手 No . l 。 

五右衛門が抜忍となった頃より、自分も忍 
者というものに疑問を感じ始め、愛する女性 
あやめの事件がきっかけとなり、抜忍として 
の道を歩み始めることになる。 
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わ妖裔 (年令27才) 



本編の主人公の1人である。風にたなびく 
銀髪がトレード マークの 美男子。 

一見、 クールで冷徹に見えるが、内に秘め 
た情熱の炎は誰よりも熱い。 

一種独特で異様な妖術を使うことから、伊 
賀忍の間でも恐れられており、ことに水を扱 
う術にかけては天下一 
幼い頃から法道仙人のもとで仙術の修行を 
していたが、ある日伊賀忍•穴九右衛門の扱 
う凍結術を見せられ、忍者となる。しかし、 
穴九衛門のかける凍結行が偽物だと知った時 
捉を破り、抜忍の道を選んだのである。 


口 

nno 


、 




源太 


(年令32才 ) 



本編の主人公の1人である。伊賀下忍中、 
地雷也と並ぶ最強の実力者で、リーダー格と 
もいえる存在。しかし、人間味があり、人に 
頼まれるといやとはいえない性格で、情にも 
ろいという一面もある。忍者としての腕前も 
さることながら、全ての毒を体内で中和させ 
てしまう特異体質の持ち主でもある。 

相棒の地雷也が、謎の忍者 • 加当段蔵に殺 
されたことにより、その仇を討つため三太夫 
に申し出るが、これを罵倒され片目までも奪 
われる。下忍である空しさを知った彼は、加 
当段蔵を討つべく技忍となり、決死の旅に出 
た。 































(年令不詳） 

伊？?; s 、 隼を治める謎の人物であり、その経 
歴は一切不明である。似し、戦国時代伊賀に 
於いて大忍者填 i ' H を築き上げ、その頭領とし 
て君臨したのだから、相当な手腕を持ってい 
た苦である。 

元来、伊賀は南部と北部に分かれ、南鄯を 
三 三太夫、北部を藤村長門守が支配していたら 
しいが、一説では、三太夫と長門守は同一人 
物だったといわれる。 

モ太夫は、どこから米たのか . そして、 

大忍者軍 M を操り、一体何をもくろんでいた 
のだろうか。 


I _ J イ 土一 R B 

I 五^5^早 T 尸1 (年令38才） 

服部 t 蔵から邪鬼 丸を 預かり、忍者として 
教育した伊賀の下忍である。そのため、邪鬼 
丸に様々 な面 で影響 を 与えて いる。 

現代風にいえば、生粋の江戸っ f タイプで、 
u は悪いが人情味があり、真を貫き通すなら 
しさがある。そして35才の時、忍者であるこ 

とに疑問を感じ、抜忍となった。 

彼は、伊賀忍の中で抜忍となることに成功 
した唯一の下忍であり、その後、天下を騒が 
す大泥棒となったのはいうまでもない。 
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穴九右 m 門 （年令5〇才) 



本名は九右衛門というが'、額に穴のような 
窪んだ傷のあることから、穴九右衛門と呼ば 
れている。この傷は、ある武将を暗殺するた 
め屋敷の天井裏へ忍び込んだ際、槍で額を突 
かれたものである。しかし、悲鳴ひとつあげ 
ず、槍についた血を拭きとって武将の気を逸 
らし、見事暗殺に成功したという。 

まさに忍者の中の忍者といった男である。 

この物語では、幻妖斎を忍者へと導いた、 
偽りの凍結行を使う伊賀の中忍として登場す 




(年令38才） 

飛び加当の異名を取る謎の忍者。そのいわ 
れは、どんな高い塀でも軽々と飛び越えてし 
まうことからきている。驚異的な跳躍力を誇 
った忍者だったのであろう。また、人形に糸 
をつけて、実際空を飛んだかのように見せた 
魔術師だったという説もある。 

彼は、ありあまる才能の持ち主であったが、 
上杉謙信につくことを恐れた武田信玄に殺害 
されたといわれる。しかし、それ程の忍者が 
簡単に殺されるものだろうか。 

この物語では、信玄に殺されたのは影武者 
であろうという推測のもと、その後の段蔵の 
姿を描き出している。 
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世に忍者の名をしらしめた男である。 

彼の登場が、忍者という名を広め、その地 
位までも確立したといって過言ではなかろう 
頭脳明晰、沈着冷静、伊賀でも5本の指に入 
る忍術の使い手である。また、忍術とはおよ 
そ縁のない槍術を巧みにこなし、その才能に 
は計りしれないものがあった。 

実際には、三太夫遂退後、伊賀を治めた上 
忍という説が有力であるが、この物語では、 
三太夫の右腕である中忍として登場する。 

邪鬼丸の素質を見抜き、伊賀忍に育てるた 
め、大天狗のもとよりさらってしまった張本 
人である。 





(年令21才) 



甲賀出身のくノー。この物語に登場する女 
性の中で、唯一の主要キャラクターであり、 
邪鬼丸が密かに心よせている人物である。 

繊細な顔立ちで、長い黒髪が印象的な純日 
本風美人。 

流れ者を装って伊賀に忍び込み、伊賀忍法 
帳を盗み出す。追手の襲撃にあい、危ない所 
を邪鬼丸に助けられたが、任務は失敗し、甲 
賀に戾る。 

邪鬼丸が、抜忍の道を選ぶきっかけとなっ 
た存在であり、目的である。 
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(年令不詳) 



鞍馬山に住む守り神で、ふい顔と大きな鼻 
を持つ、大らかで心優しい妖 M である。 

天狗に関する伝説は、各地に伝わっている 
ので、皆さんもよく御存知であろう。 

鞍馬山の大天狗は、乎安時代に牛若丸に武 
術を教えたのが'、有名な話である。 

牛若丸同様に、邪鬼丸も育てたのだから、 
よほど子供が好きなのかもしれない。 

また、天狗は伝説上の妖怪ではなく、滅多 
に人前には現れない仙人であるとか、天空を 
司どる神様であるとかいわれている。 




f 片賀に於いて、火薬を扱わせたら右に出る 
者がいない程の frl 再で、忍者には珍しい大男。 
その行動は、体格が示す通り、大胆かつ豪快 
である。細かいことは気にしない太っ腹で、 
気前のいい奴。 

小源太とは20年来の パートナーで、 実の兄 
弟以上の間柄といえる。しかし、任務遂行中、 
加当段蔵の襲来を受け、自らの術を返されて 
しまい、小源太の前で痛烈な最期を遂げる。 

尚、小説や映画で有名な義賊•児来也（自 
来也ともいう）とは、全く無関係である。 
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(年令不詳) 



飯道山に於いて、幻妖斎に仙術を教え込ん 
だ仙人である。まるで風のように*々として 
おり、俗世間を極めきった趣がある。 

この世の全てのものを、自由自在に凍らす 
ことのできる仙術の最高峰 • 凍結行を幻妖斉 
に話す。いまだかつて、誰一人として会得し 
たことのない、凍結行の秘密を知っている唯 
一の人間である。 

彼は、全ての運命を知るが如く、絶えず笑 
みを浮かべており、悟りの境地を開いている 





(年令 42 t ) 

伊賀流もしくは雑賀流の忍者といわれてい 
る、銃砲の名手。万川選集という忍術書に記 
されている、えりぬきの忍者十一傑のひとり 
でもある実在の人物。 

また、彼は信長をつけ狙った忍者としてで 
も有名である。鉄砲の名手というだけあって、 
自分が倒した大熊の毛皮を身にまとっている 
大男で、忍者というより、どちらかといえば 
山男といった風彩の豪傑である。 

この物語では、素姓のわからぬ風来坊とし 
て登場しているが、果してその実体は . !? 
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(年令 38 才） 

真田十勇上の一勇 I :として、活躍した想像 
上の忍者。彼を上人公とした漫_や映 B 等、 
数多くあるので、架空の忍者といいながらも、 
一般的に知られている、最も有名な忍者のひ 
とりであろう。しかし、彼は上月佐助（下妬 
植の木猿）という、実在の忍者がモデルとな 
っており、その流派は伊賀流_甲賀流 • _ 
{症等様々で、定かではない。 

また、京都の南禅寺で、石川五右衛門と忍 
術くらべをしたという而 ㈡ い話も残っている。 

この物語では、随所に重要な役割で登場す 
るが'、次第にその全貌は明らかになっていく。 


(年令27才) 

真_十勇士の一勇」：として、猿飛佐助と人 
気を二部した芙形の忍荇。彼は、自由 ft 在に 
霧を出現させ、相手を翻#させた。 

霧隠という彼の名前は、そこからきている 
といわれている。当時、霧とは謎に包まれた 
不思議なもので、忍術にはもってこいだった 
のであろう。 

彼もまた、想像上の人物ではあるが、猿飛 
佐助と同じく、モデルになった人物が存在し 
たと推測される。 

この物語では、幻妖斎の宿敵として登場す 
るが、一体どのように拘わってくるかは、ゲ 
ームをしてからの楽しみとしてとっておこう。 
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柳生石舟斋 （年令 55 才） 

柳生新陰流兵法の祖である。剣術の達人。 
柳生但馬守宗矩の父であり、柳生十兵衛の祖 
父にあたる。柳生家は、後々、徳川家の兵法 
師範となるが、その基盤を築き上げたのはこ 
の人である。 

柳生を訪ねると、一族にまつわる史跡が色々 
と目につく。その中のひとつに、一刀石とい 
うものがある。これは、中央から真っ二つに 
割れている巨石だが、この石は、石舟斉と天 
狗が試合をした時に、切られた天狗が石にな 
ってしまったというものである。 

いかにも、剣奈•石舟斎にまつわる伝説と 

いえよう。 



ン ノ ^ • | ノ 

1-^ vlT ^ (年令不詳) 



またの名を、行小角という。奈良時代の人 
で、修験道の開祖だとか、忍者の祖先だとか 
いわれている謎の多い人物。その出身は、大 
和国の葛城郡といわれているが、インドとい 
う説もある。 

現在、赤目にある四十八滝のひとつに行者 
滝という、彼が修行した滝もあり、数多くの 
伝説も残っているので、実在した人物だとい 
うことは確かだと思われる。 

彼が使ったといわれる術は、あまりにもス 
ー パーで真実性がなく眉唾物であるが、それ 
程抜きん出た人物だったのであろう。 
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役行者を守護するボディ•ガードで、行者 
の前方のガードをつとめる鬼。俗にいう青鬼 
で、その全長は20メートル以上はあろうかと 
思われる巨体である。その体格に似合わず、 
神経は繊細で、滅多に腕力を振るうことはな 
い。どちらかというと、その恐しい顔とは正 
反対の優しい心の持ち主である。 

また、鬼族の中では高貴で気高く、強い自 
尊心を持ち、人一倍礼儀を重んじる。 

もし、彼のブライドを傷つけようものなら、 
左手に構える U 大なこん棒で、山をも砕くと 

いわれている。 




役行者を守護するボディ•ガードで、行者 
の後方のガードをつとめる鬼。俗にいう赤鬼 


であるが、その体は前鬼と対象的で、1メー 
トルあるかないかの小鬼である。但し、体が 
小さいからといって、なめてかかると大変な 
目に遭うので、気を付けた方がよい。 


その素早さは風よりも V - く、一瞬にして千 
里を駆けるという。一旦怒らせると手のつけ 
ようがなく、その様は三日三晩、台風の如く 
吹き荒れるという。 

また、無類の酒好きで、一斗樽を経々と飲 


みほすそうである。 



の他の登埸キャ 





山伏、農民、盗賊…この物語には様々な人々が登場する。それらの人々と時には戦い、 
時には教えを乞い、 K 人公 ii は自らを鍛えてゆく。ここでは K に:}:.人公達に戦いを挑む敵 
や助3をなえてくれる人々の一部を紹介しよう。 





伊 




伊 u 頭領、 YY 地 三 太夫の命により、邪鬼丸、 
小源太、幻妖斎らを執拗につけ机う忍者達。 




刃 

/七 



伊 n と共に忍びの世界の双ザ:を成す忍群。… 
U に害を及ぼす者以外には、敵とならない。 


根耒衆 


根米、 1 /:の僧典より成る忍者集[セ。その性格は 
排他的で、他の; s 群を忌み嫌っている。 


雑賀衆 


紀伊之国、雑 k 崎一帯から発生した忍軍。当 
時としては卓越した鉄砲術を使う。 


般若党 


忍者とは名ばかりの盗賊達。生駒山近辺を根 
城に忍術を利用して略奪の限りを尽す。 


落武者 


敵萆や上農の追討に仕え、敗疋する男達。彼 
らは恐怖から見境いなく人に襲いかかる。 


鬼百姓 


W 姓一捞で、親、子供を失い、怒りと悲しみ 
のあまり気が触れてしまった農民。 


飢人 


戦 S しの飢饉を生きる為、死人を喰らい血をす 
すり、人間であることを捨てた人々。 






-JIHlnsuym nsilmin 
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高野山修験道の最高峰を修めた山伏である。 
様々な術を用いて力ある者達に戦いを挑む。 



中国より渡来した謎の民族。好戦的な彼らは 
山に潜み、道に迷った旅人を餌食ににする。 

爆頭王 

己が肉体を酷使した荒行の末に、高度な妖術 
と異常な思念を体得した世捨て人。 

その顔を見たものは同じように顔の皮をはが 
されるといわれる。己を憎み、人を憎む。 

p 垂水僧 

その肉体からは想像もできぬ程の素速さで忍 
び寄り、たたき殺す。恐るべき怪僧である。 

人嘻い入道 

人肉を喰うことによって、極楽浄土への道が 
開かれると信じている狂僧。 

r^i 由 

人殺しが打ち首にされ、成仏できずにこの鬼 
に成る。人を襲い、その魂を喰らう。 

奋甶 

間引きされた子供の怨霊がなる鬼。人間に対 
し、執拗な憎悪の念を抱く。 

町娘.村娘 

心優しき者に手掛りを教えてくれたり、やさ 
しい言葉をかけてくれる。可愛い。 
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忍術三十五選 


ここに書き記す忍術は、この物語の中で主人公達が体得しうる三十五種の術である。こ 
れらの術は手に入れるだけではなく術の全ての要素を熟知し、技術を磨かねばならない。 
なぜなら、術を使いこなせなければ、彼らを待つものは「死」のみだからだ。 


火走0 


燃えさかる炎が、まるで蛇のように地面を這いまわり敵を襲う攻撃用忍術。 
狙った敵めがけて足もとから発せられる炎が走っているように見えるため、 
この名がつけられた。 


火炎縛0 


火走りの強力版。火走りが一直線に炎が伸びていくのに対して、この術は 
四方八方に伸びていくため、複数の敵に対して使える攻撃用忍術である。 


, 木を組み合わせて作った大きな車輪に火をつけて相手に投げつける攻撃用 
忍術。これにかかった敵は、輪に締めつけられ身動きがとれないまま焼か 
れていくという恐ろしい術である。 



自分の阇囲を炎の輪で囲み、その煙で風下にいる敵をいぶり出す敵発見用 
の忍術。使える場所はかなり制限されるが、発見率は非常に高い。 


炎 F 患れ • • 


自分を耐火性の布で包み、その布に火を付けて燃えてしまったかのように 
見せる。そして相手が炎に気をとられている隙に隠れる忍術である。 


• 火炎縛り 

























/ 1、、 / • 気^中に&薬をまぎ散らし、帯を•爆破する攻撃用;§、術。一度に複数 

/ 〜 rv し /V の相手に有効な強力な術である n 


百爆 


風下に向かって少量の火薬を振りまき、それを発火させて敵を驁かせ気配 
を探る発見用の忍術。 


微塵隠れ 
木葉隠れ 


自分のいる一帯を爆発させ爆死したとみせかけて、その隙に S 無で穴を掘 
って逃げてしまう脱出用の忍術。成功率の高い術である。 


多量の木の葉を風に舞わせて、その中に紛れ込んで敵の目を欺く忍術。木 
が多ければ多い程、成功の確立は高くなる。 


含如， •* •空気中の水分を増幅させて自由に霧を出現させ、自分の姿を消す忍術で防 
^ n u 御力が増すと同時に攻撃もしやすくなる。湿度が〇の場合は使えないが湿 

度が高ければ高い程、濃霧が発生しやすくなる。 


參木葉隠れ 
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昼間に使う術で、辺りを一瞬のうちに暗くすることによって敵の目を困惑 
させる。そのため、攻撃がしやすくなる便利な術である。 


くぐつ 


. , . ，自分と同じ格好をした人形に繩を付けて自由に操り、隠れている敵を発見 

する忍術。また、同時に防御用にもなるので一石二鳥である。 


天五遁- 


水に潜ったり、木の陰に隠れたりして身を潜める基本的な脱出用忍術。成 
功率はあまり高くないが、ほとんどの場所で使うことができる。 


現在自分が闘っている敵に成り変わり、混乱させる幻術。敵の混乱に乗じ 
た攻撃は高い成功率を誇る。 


: A 里夕..自分の姿を岩や壁に投影して幻影を作り出し、 その 幻影を敵に攻撃させる 
< r > t 術。くぐつの術と似て いるが、 くぐつのように人形を操らなくて よいので 

攻撃も可能である。攻撃 • 防御•発見と非常に有利な術である。 


書おぼろ影 
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地鳴り 


. , • •地の精霊を呼び覚し、その怒りと典に大地を揺るがす大地震を起こす強力な 

攻撃用忍術。 fll し、この術は敵だけでなく味方にまでも多大なダメージを 
，えるため決意を要する。 



本の関節を外して体を小さく折り畏み、狭い隙間に#を隠す防御 ffj の忍術 
である。成功率を高くするためには、かなりの習練を要する。 


疾風 


• • 


, . ，.自然の風を利用して U 大なかまいたちを作り出し、周りの敵を叨り刻む忍 

術。 ffl し、障苫物のある場所では威力が，減してしまう。 


物蛛縛り 


粘翁性のある繩を、何本も相 T ▲に投げつけてがんじがらめにし、身動きで 
きなくさせる術。この術にかかった敵は、しばらくの間攻撃できなくなる 
ので戦闘が楽になる。 


桌 V •く動き回ることにより、自分が何人にも分#したかのように見せる術。 
そのため一度に分身した数だけ攻撃できる必殺技であり、習練を積めば積 
む程、分身できる人数も増えていく。 


• 蜘蛛縛り 
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変わり身 


敵に殺られる寸前に、木や小動物を身代わりにして殺られたと見せかける 
防御術。基本的な忍術の一つである。 


宿鳥 


鳥を呼び寄せて敵を襲わせる攻撃用の忍術。全面の敵に対して有効な術だ 
が、効果はあまり望めない。但し、攻撃すると同時に隠れている敵も発見 
できる便利な術である。 


默寄せ 


• * • 


，宿鳥の術と同類のものだが、これは鳥ではなく、山犬や狼を呼び寄せる強 
力な術。効果は宿鳥と同じだが、使用できる場所にはかなりの制限があ 
る。 


飛葉 


木の葉を鉄のように堅く、その葉先をカミゾリのように銳くさせ、敵に降 
り注がせる攻擎用忍術。全面の敵に対して有効だが、木のある所でしか使 

えない。 


針千本 


隠し持った棒手裏剣を四方八方に一度に投げつける攻撃用忍術で、相当な 
効力が期待できる。たいていの場所で使用でき、全ての敵に対して有効な 
術である。 


■針千本 
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変姿 


天五遁 h —見似ている忍術だが、この術の違う所は何かに隠れるのではな 
く実際に石や木などに姿を変えて身を潜める特殊な術である。 


風車 


! l 大な風車手裏剣を投げつける術である。 一 M の戦闘に一度しか使用する 
ことができないが、ほとんどの敵は一発でしとめられる超強力な術であ 
る。 


風神 


これは、風向きを自由に変えてしまう術。攻撃力や防御力は全くないが、 
風向きを自由に操れるため他の忍術に対する影響は大。一番便利な術かも 
しれない。 


春花 


風下に向かって三種類の毒薬を数個ばらまく攻撃用忍術。強力な毒薬をま 
くので敵に与える効果は大きいが、風向きに左右されるのが欠点である。 


風彩丹 


宿茶の毒と座枯らし薬を n に含み、辺り一帶に霧状に吹きかける術。これは 
春花と同類の術だが、小源太しか使うことのできない特殊術である。また、 
味方にも被害があるため注意を要する。 


* 風車 
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風彩青 


着#** 


狂気薬と座枯らし薬を丨〖に含み、辺り_帯に霧状に吹きかける術。 M 彩丹と 
kij 稀の術で、これもまた小源太しか使川できない。 


猿飛 


文字通り、猿の如く枝から枝へと素速ぐ飛び移り、樹上より敵を発見する 
忍術である。この術に通ずれば、どんな攻擊もかわすことができる D 攻撃 
用忍術と併用すれば Ai 強の術になるだろう。 


もず 


敵を木上まで誘い出し、木の梅に中刺しにしてしまう攻撃爾慕術。一撃必 
殺の強力な術であるが木のある所でしか使えないのが難点。邪鬼丸が最も 
得意とする術である。 


水舞 




« 


. .川や湖の水を盛り上がらせて哦をつくり、分を包み込んで敵からの攻•供 
を防ぐ防御用の忍術である。 r 彳分だけでなく、味方全てを守る強力な術で 
幻妖斎が得意とする。 


凍結行 


■ 


この世の全てのものを一瞬にして凍らせてしまう、仙術の敁高峰といわれ 
ている幻の術。この術に関しては一 yj が謎とされており、灰だかつて誰一 
人として修得した it はないという。 


もず 
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これが忍者の暗子“忍びいろは’’だガ 



伊賀 • …賀では敵の目に触れる場合を考え、忍書に記す文章 
には「忍びいろは」という仮文字を用いた。 

その解読法は極秘とされ、書物に残されることもなく、代々 
11伝とされていた。 

今日、研究家の手により、その解読法がほぼ明らかにされて 
いるが上図がそれである。 

古代、天地を構成する5元素とされていた木、火、土、金、 

4 C と人、身の7文字に、黒、赤、黄、青、紫、「丨、色の7文字 
を組み合わせた49文字でいろは46文字及、ん、句読点を表現す 

るものである。 

簡潔であることを良しとする暗号文には、この「忍びいろは j 
で充分こと足りたであろう。 

この他に「5色米」と呼ばれる、5色に染め分けた米の組み 
合わせによって、意志の伝達を計るものがある。 
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落者武器一覧 


X 


❶ 


❷ 


❸ 


〇 








❻ 


❼ 


❽ 












❿ 
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亩 H 最も有名な忍びの武器であろう0その原型は後に仏法の教えとなる法輪という古 

代インドの武器である。これは車輪の形状をなし、鋭い刃を持っている。手裏剣 
には棒型、卍型、 I •字型、刃が八方、十方に広がった型など多くの種類が見られ 
る。その形状により、飛距離、破壊力などが違ってくる。例えば棒手裏剣が、か 
なりの飛距離を出すということは当然であろう。実戦においては、より殺傷力を 
増す為に、毒を塗った手裏剣を使用することが多かった。 


❷ 鉄拳 


手に装着し、拳に握りしめ、その重みでより強いパンチを繰りだす武器である 
その効力は絶大であるが'、身近な敵にしか通用しないのが難点である。 


©手 甲夠 


銳い爪のついた、鉄製の手甲である。曲がった爪のシルエットはまさに悪魔の爪 
を思わせる。この爪で相手の肉を切り裂き骨を切る。 


癒％刃、び基 忍び専用の斧である。小型で携帯に適している。一般の斧と違い木材等の切断の 
^ i<2U n みならず、攻撃用にも多く用いられる。その効果力はかなり大きい。 


❺菱 

❻ 百雷銃 


水生植物、菱の実を乾燥させて固くしたものである。通常は逃走用の武具である 
が、時により敵に投げつけて傷を負わせる□的に使うこともある。 

爆竹を火縄で幾つもつなげたもの。大音響を発し、大爆発を起こす。殺傷力はか 
なり強い。百雷とは無数の雷という意味である。 


A 4 . if / 唐芥子、煙草、胡椒などを混ぜ合わせた紙みを火薬と▲緒に竹筒に詰めて作る 

はれこれが爆発するとどうなるか • ••…、つまりは讎弾である。 


| S || 办うび/現在のガス弾というところであろう。壺の中に火薬の他に硫黄、樟脳、硝石など 
W L r " / を詰めたものである。この煙を吸い込むと、主に呼吸困難に陥る。 


|5|二 、 击絲 銃身が3 本 ある回転式の銃。よって3発まで連続発射することが可能である。が、 

^“先込め式である為、弾込めにかなりの時間を要したであろう。 


❿ 短銃 


破壊力に乏しく、弾丸の飛距離も短かい。主に敵を牽制する目的に使われた武器 
である。短 7 J に兑せかけた「仕込み短銃」など忍者らしいものもある。 


❿忍刀 


ノ J 身は密通の万よりも短く、直刀で携帯に便利である。尖った鞘、鍔、長めのか 
け紐を活用し、高い塀を乗り越える道具として用いられたことが有名である。 


❿槍 


細長い穂に長い柄をつけた刺突用の武器。穂の型、柄の長さなど様々なものがあ 
る。使い手として忍びでは伊賀の服部半蔵が高名である。 


❿ 大筒 


木材又は竹で作った筒に、火薬や鉄くずを詰めて発射する、現在の大砲である 
この小型版令かかえ大筒といい、こちらはバズーカ砲のようなものであろう。 


❿布衣 


もともと庶民の平服である。丸首と袖く くりが特徴。夏は単、冬は裏地を付けれ 
ば充分だったであろう。軽快で動きやすい服装である。 


❿忍び鎧 


忍びが'合戦に参加する場合着用する。主に木製で、武家のものに比べると非常に 
経い。頭部は鎖かたびらで保護する、実用的なものである。 


❿手甲 


手の甲から肘までを覆う布又は革である。手を保護する為の一般的な装いである 
が、忍びの場合中に手裏剣を忍ばせ、プロテクターがわりに使用する。 


m ^ u /脚絆、ゲートル、歩きやすくする為に脛を覆う細長い布。労働に適し、防具の役 

^ル割も果たし、また防寒具でもある。一般に旅装である。 
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O to 嫉梯子中:のついた縄梯广である。定滑啦による力のガ^転換で、移®させたり物体及 

び11らもを、もう 一^ 方の縄をリ1くことにより W に持ち上けることかできる。 


❷ 





f 「忍び六具」と呼ばれる、忍びの常備品の一つである。丈夫な繩に、幾股にも分 

) す』 かれた鉄製の跔が付いている。これを投げかけ、痛い塀などを發る。 


❸苦無 


劇 ㈣ やドラマでおなじみであろう、この武器は尤米、1:を fei る為の逍- U である 
飛苦無なる技や、ある特定の忍術を使う場合必要となる。 


❹サク 


鍵をこじ開ける道具である。長い切っ先を鍵穴にさし込み無理矢理こじ開ける 
刃の長さ、形など種々あるが、大きさにより大、中、小に分類される。 


151斋七7? rii 天片.や板戸に穴を開ける道具。板に押しあてワインのコルク技きのような動作を 

/けえば、 T 度、判が人る〈らいの穴を酎ることができる。 



携帯用に小型化さ寧た両刃ののこぎり。額、長方型など刃の型は様々である 
小ぶりの木や竹などを叨りだす用途に使われ、忍びの常備品の--つである。 


2 •のみである。二枚の板をねじで止め、ふたつに折りねめるようにできている 
W に、錠前等を削ったり、釘抜きの代用品として使用された。 


〇 


h 


内狼峨玲遠方の味畫への合図に) H いる、狼煙#上げる為の简。狼煙は、技は煙、夜問は火を 
砂 gpCA 王 M i する物質を用いる。煙をよくたてる為に狼の貧:を燃料とした。 


❾猥煙玉 


火薬に染料などを混入し、その上から相紙などを阽ったものである。染料の色に 
よって、；1犬{兄に兒合った通倍内容を打ち上げ分けるのである。 


|| jy がノ，う提灯のである。外郭は鉄、銅、木などで造られている。2ヶの鉄輪を組み合 
^ル/わせ、蠘啦常に献に保つ X 夫がしてある。 


❿胴火 


携帯用の火神:。空気穴の忖いた鉄製の容器の中に火繩が保存してある。熱伝導が 
良いので、冬は懐に入れ、カイロの代用品として使用する。 


これも折りぐ;:み式である。中央に跨がり、水かき付のド駄を穿いて推進させる 
w J _蛛が水卜ぶかぶ姿に似ていることからこの⑽ 


刃7/4^組立式の船艇。巧妙な設計により、複数の人間が乗船できる大きさでありながら 
^ j 分解すれば大名道具の鋏筘に収納することも nf 能である。 


押今棒刑その名の通り弾丸の錄型である。弾丸には鉛を使う。柔かく、火に溶けやすい 
干’し 1 ^ 土鉛は加工が容翳で、短時間で大量に造ることができた。 


a ^7 数夜連続の活動に便利な携帯食である。これは、数個で心身共に回復するといわ 

^ 4<2 ^ ^れている。穀物などの粉末を酒で丸めたものが最もポピュラーである。 


❿忍び薬 


占米からの経験に基づく知識からあみだした秘薬。それが忍び薬である。忍び 
は、為体の衛生には特に気を配り、常にこれを懐中に忍ばせていた。 


^ ^朝顔の穐を粉末にして作る毒薬である。その粉末を吸入した人間は、狂騒のせを 

あらわす。まさに恐るぺき毒薬である。遅効性をもたせることもできる。 

< Fi 户文の蛊本来は、人に連服させ、徐々に死に至らしめる毒薬である。が霧状にして空気中 
wi 臼才、母に ばらま ぐ方法もある。玉露の出がらしをねかせて作る秘薬である。 

庙杜 ， I i 梅や桃などの果実の、ある一部分を材料に作りだす毒薬である。粉末をまき散ら 
取土 10りし木し、人間に吸入させて殺害する。一度に多数の敵を倒すことが可能である。 

25 




26 




































































参考資料 


忍者の生活 

雄山閣 

忍法皆伝（下） 

上野 rh 観光協会 

飛鳥路の昔話し 

フジタ 

高野山昔話し 

フジタ 

奈良 • 大和路の昔話し 

フジタ 

名張街道膝栗毛 

名張市観光協会 

柳生の里 

飛鳥書房 

比叡山 

比叡山延曆寺 

忍者の系譜 

削元社 

忍者おもしろ百科 

永岡書店 

忍術*手品のひみつ 

学習研究社 

甲賀の歳月 

誠秀堂 

日本架空伝承人名事典 

平凡社 

忍者のなぞ 

学習研究社 

万川集海 

誠秀堂 

孫 -f 

集英社 

仏教百話 

築摩書 M 

H 本の歴史15 

小学館 

高野山 

総本山金剛峰 'r 

湖 H びわ湖の魚たち 

第一法規 

忍者 • 忍法大百科 

勁文社 

此界人名事典日本編 

東京堂出版 

































スタッフ紹介 


企画•學作 
飯島健男 


技術 

渡辺裕志 
妫果 

松本康志 


技術補佐 
m 藤洋 
林修一 
折原雄治 


美術 

公門栄 
武井一昌 
御跗浩一郎 
不山真吾 
西塚耕一 


企离補佐 
武藤祐 』〜 

恩田やよい 

松本健二 

須藤敦 

宇治和* 

两 ㈩ 佐和子 

28 


音柰 

小池道昭 
菊地和寿 

搞力 

藤原秀則 
島哲郎 

_山ゆづか 


製作 

ブレイン•グレ1 































































